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要旨 

針葉樹人工林を、針広混交林などに転換するための知見や事例は不足しています。岐阜県中津川
な か つ が わ

市に位置

する湯舟沢
ゆ ぶ ね さ わ

国有林の再造林地において、植栽木であるヒノキと侵入した広葉樹が林冠で混交する林分を調査

した結果、ヒノキと広葉樹は列状に混交しており、広葉樹が成立している場所は、地拵え時に枝条を集積し

た場所であることを確認しました。また、ミズメやウダイカンバは下刈りの実施期間中から侵入していたた

め、部分的に下刈りが省略されていたと推測されました。以上のことから、植栽と下刈りの部分的な省略は、

針広混交林を誘導するための一手法となることが示唆されました。 

 

はじめに 

森林の生態系サービスの適切な発揮を目的に、多様な林型の森林を誘導する技術が求められています（林

野庁 2023）[1]。中でも、木材生産以外の生態系サービスを発揮する森林として、針葉樹人工林を針広混交

林や広葉樹林への誘導が考えられています。この際、広葉樹の導入は天然更新によることが多いですが、不

確実性が高く（独立行政法人森林総合研究所四国支所 2010）[2]、知見や事例は不足しています。 

そこで本研究では、植栽木であるヒノキと侵入した広葉樹が混交している林分において、針広混交林へ誘

導するための知見の収集を目的に、林分構造や成立要因を把握するための林分調査を実施しました。 

 

１ 調査地及び調査方法 

調査は、湯舟沢国有林2237林班と小班（岐阜県中津

川市）の８年生のヒノキ再造林地で行いました（図

１）。林分は標高980m、平均傾斜約10°の北西向き斜

面で、土壌は適潤性褐色森林土でした。また、気象の

平年値（1991～2020年）は、平均気温9.3℃、年降水

量2,558.9㎜でした（国土交通省国土政策局国土情報

課 2022）[3]。調査地の西を流れる渓流沿いに、種子

供給源と考えられる広葉樹林が分布していました。こ

の林分との最短距離は約30mで、林冠をミズメやウダ

イカンバ、ホオノキ、トチノキが構成する冷温帯の落

葉広葉樹林でした。調査地では、2013～2014年に48年

生のスギ人工林を皆伐後、地拵えと防鹿柵の設置が行

われ、2015年に2,400本 ha-1の密度でヒノキが植栽さ

れました（表１）。地拵えの際に、前生林分由来の末

木枝条が等高線方向に列状に集積され、枝条の集積列

（以下、枝条列）とヒノキの植栽列（以下、植栽列）

は交互に配置される形になっていました。また、林業

用機械が林内を走行したであろう道などから、

 
（図１：調査地の概要と調査地の位置） 

黒枠は対象の林小班を示し、同一の施業が行われている。ハッチ

ングの枠内は調査地を示す。点線は広葉樹が生育する谷を示し、

矢印方向（南南東から北北西方向）に流下する。 
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末木枝条
す え き し じ ょ う

は表層土壌とともに集積されたと考えられます。調査地の

下刈りは、植栽後１～３年目、および５年目の計４回行われました

（表１）。 

2023年春に枝条列（長さ20m、列幅2.1～4.8m、面積49.2～76.5m2）

と隣接する植栽列（長さ20m、列幅2.9～4.4m、面積66.5～75.8m2）に

対となるように帯状調査区を５個ずつ設定しました。調査区内にあ

る樹高120㎝以上の広葉樹（複幹個体を含む）と植栽木について、樹

高と胸高直径を測定しました。また、広葉樹の侵入時期を推定するた

めに、林分内の広葉樹を伐倒して円盤、または成長錘により髄に達す

るコアを採取し、年輪数を計測しました。 

 

２ 結果および考察 

調査の結果、高木13種、小高木６種、低木12種と植栽木であるヒノキの計32種を記録しました（表２）。種

組成を確認すると、一部の種を除き、両列に共通して出現しているため（表２）、列の違いによらず同等の種

子供給があったと考えられます。また、出現種の種子散布様式をみると、被食散布が20種、風散布が９種、

不明が２種で、重力散布の種はみられませんでした（表２）。重力散布の種子散布距離は５m以内である（山

川ら 2013）[4]ため、最寄りの広葉樹林が30m離れている本調査地（図１）ではどんぐりなどの重力散布の種

がみられなかったと考えられます。 

両列の樹高階を比較すると、枝条列では120～700㎝の階級に、植栽列では120～600㎝の階級に分布してい

ました。また、枝条列では、500～600㎝の階級に高木の、300㎝または400㎝の階級に小高木の、200㎝の階級

に低木のピークがみられ、全体として一山型の分布を示しました（図２（a））。一方で、植栽列では、高木で

は明瞭なピークがみられず、小高木や低木では120㎝または200㎝の階級にピークを示しました。ヒノキは400

㎝または500㎝の階級にピークを示し、全体として上層にヒノキ、下層に広葉樹のピークを示す二峰性の分布

を示しました（図２（b））。このことから、枝条列は侵入した広葉樹が生育できる状況であるのに対し、植栽

列は広葉樹が侵入しても消失しやすい状況であると考えられました。 

 両列の胸高断面積合計（BA）をみると（図３）、枝条列では7.3±2.3m2 ha-1、植栽列では14.0±1.3m2 ha-1

で、枝条列の方が小さいことが分かりました。生活型ごとの構成は、枝条列ではカバノキ属の割合が高かっ

た（19～80％）一方で、植栽列では、ヒノキがほとんどを占め（89～99％）、広葉樹の占める割合はごくわず

かでした。プロット間の差異をみると、枝条列の方が調査区間のばらつきが大きく、これは天然更新の不確

実性（独立行政法人森林総合研究所四国支所 2010）［１］を反映していると考えられました。対して、植栽

列で値が安定していたのは、初期保育の目的通りにヒノキが順調な成長を示したためと考えられます。 

 枝条列からは樹高247～825㎝、植栽列から123～426㎝の広葉樹計61個体から円盤もしくはコアを採取した

結果、それぞれの年輪数は、４～８、２～５でした。年輪数から広葉樹が定着した年を計算した結果、枝条

列では地拵え後１～４年目、植栽列では４～７年目に定着していました（図４）。また、定着した年が早い個

体ほど樹高が高い傾向を確認しました。枝条列の広葉樹は下刈り期間中から侵入、定着しており、下刈りを

免れていることが伺えました。対して、植栽列の広葉樹は下刈りが終了してから定着した個体がほとんどで

あり、初期に侵入した広葉樹は下刈りにより排除されていました。 

以上の結果を踏まえると、この林分は、カバノキ属を主体とする広葉樹とヒノキが列状に混交する林分と

なっていました。その要因としては、下刈りが影響していたと考えられます。つまり、枝条列では、下刈り

が省略されたため、侵入した広葉樹がそのまま生育できた一方で、植栽列では、徹底的な下刈りによって侵

入した広葉樹が排除されました。また、下刈り後に侵入したとしてもヒノキの被圧の影響により、生育は難

（表１：調査地の履歴） 
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しいと考えられます。そのため、今回は意図して行ったわけではありませんが、造林地において、部分的に

下刈りを省略し、侵入した広葉樹が生育する場所を確保することは、針広混交林を誘導するための一手法と

なる可能性が示されました。 

 

 

 

 

（表２：枝条列および植栽列に出現した種の果実の形態および種子散布様式と胸高断面積合計（BA），幹数） 
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（図２：枝条列および植栽列の各調査区における樹高階分布） 

（ ）内の数字は調査区の番号を示す。横軸の120は120～199㎝の階級，200は200～299㎝の階級，以降同様に示す。 

＊高木はカバノキ属とヒノキを除く。 
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おわりに 

本研究では、広葉樹と針葉樹（植栽木）が混交している林分を調査し、成立要因を考えることにより、針

広混交林を誘導するための方法を検討しました。この林分を引き続き観察し、動態を追っていくのはもとよ

り、他にも混交林になっている林分があれば調査し、知見を蓄積していくことが重要であると考えられます。 
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(図３:枝条列および植栽列の各調査区における胸高断面積合計(BA)) 

棒グラフは，左 枝条列，右 植栽列を示す。 

＊高木はカバノキ属とヒノキを除く。 

（図４：広葉樹が定着した年と樹高の関係） 

横軸の年数は地拵えからの経過年数を示す。 
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